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文
学
に
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け
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ボ
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ペ
ィ
タ
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ル
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ぐ
っ
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林
　
　
　
定
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1

　
時
間
の
意
識
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
自
覚
的
に
な
る
の
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
境
に

し
て
で
あ
る
。
や
や
公
式
的
竺
言
い
方
だ
が
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
前
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

時
間
は
教
会
の
支
配
下
に
あ
り
、
人
々
は
神
に
よ
っ
て
永
遠
に
あ
ず
か
る
こ
と
が

出
来
る
と
信
じ
て
い
た
。
現
世
的
な
暮
ら
し
の
点
で
は
中
世
の
人
た
ち
は
必
ず
し

も
幸
福
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、
神
へ
の
信
頼
の
厚
い
彼
等
に
と
っ
て
は
、

永
遠
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
降
の
人
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
も
、
は
る
か
に
身
近
か
な

も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
だ
が
、
こ
う
し
た
「
永
遠
」
の
確
信
も
、
宗
教
改
革
や
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
の
台
頭
に
よ
っ
て
崩
れ
去
っ
て
行
っ
た
。
こ
の
世
界
の
主
人
が
神
に

代
っ
て
人
間
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
こ
に
現
世
中
心
の
考
え
方
が
人
々
の
心

を
支
配
す
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
、
従
っ
て
、
　
「
永
遠
」
に
代
る
「
時
間
」

の
意
識
が
鏡
く
な
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ギ
リ
シ
ャ
一
口
i

マ
の
古
典
文
学
の
復
権
の
著
し
い
こ
の
時
期
に
、
た
と
え
ば
、
人
間
を
不
死
の
神

々
（
亭
①
｛
旨
昌
9
邑
ω
）
に
対
し
て
「
死
す
べ
き
も
の
」
（
巨
◎
H
邑
ω
）
と
見
た
ギ

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
④
杜
会
）
　
第
八
巻

リ
シ
ャ
人
の
無
常
感
や
、
　
「
現
在
を
楽
し
め
」
（
§
急
～
黒
へ
§
）
と
歌
っ
た
ロ
ー

マ
の
詩
人
、
ホ
ラ
ヂ
ゥ
ス
（
O
巨
9
墓
曽
◎
量
弐
易
ヨ
き
O
易
一
轟
－
O
◎
申
ρ
）
の

享
楽
思
想
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
文
学
に
強
い
影
響
を
あ
た
え
た
の
も
、
そ
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
比
較
文
学
研
究
家
で
あ
る
キ
ー
ニ
ョ
ー
ネ
ス
　
（
霞
s
＆
◎
－

○
邑
昌
冒
吻
）
は
そ
の
著
書
「
時
間
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
的
発
見
」
（
掌
へ
肉
§
辻
旨
§
ミ

b
ぎ
§
ヘ
ミ
県
§
§
“
H
⑩
s
）
の
中
で
、
　
「
時
間
と
時
間
へ
の
俗
世
的
反
応
は

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
中
世
と
を
区
別
す
る
要
因
で
あ
る
」
　
（
畠
冒
①
　
ま
①
岸
彗
｛

冨
旨
君
邑
冒
岩
◎
易
霧
胃
①
｛
葦
◎
易
ぎ
監
艮
品
豪
民
■
⑦
q
雰
墨
｛
轟
竃
8
ぎ
冒

冒
①
缶
Φ
竃
H
．
）
と
簡
潔
に
言
っ
て
い
る
が
、
実
は
、
こ
の
時
間
意
識
は
単
に
中
世
と

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
を
区
別
す
る
要
因
に
止
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

以
後
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
心
を
捉
え
つ
づ
け
て
来
た
、
一
種

の
固
定
観
念
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
　
「
時
間
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
、
　
「
時
間
」
と
「
永
遠
」
と
を
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
か
は
、
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
以
降
の
ヨ
i
ロ
ッ
パ
文
学
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
詩
人
、

作
家
が
何
ら
か
の
形
で
こ
の
課
題
と
取
組
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実

一
－
一
〇
頁
　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
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情
で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
境
に
し
て
鏡
く
な
っ
た
近
代
文
学
の

時
間
意
識
を
、
エ
ド
ガ
ー
一
ア
ラ
ン
・
ポ
i
（
向
骨
賞
と
－
竃
勺
◎
9
H
o
o
8
ー

お
）
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
㊥
ペ
イ
タ
ー
。
（
峯
巴
片
胃
曽
◎
屋
弐
◎
勺
算
胃
一
H
o
◎
8
－
虞
）
、
お

よ
び
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
⑤
ウ
ル
フ
（
ト
｛
①
－
ま
①
く
｛
お
ぎ
ぎ
オ
◎
◎
昇
H
o
◎
o
◎
N
1
岩
昌
）

と
い
う
三
人
の
英
米
の
文
学
者
の
申
に
さ
ぐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
か
ら

二
十
世
紀
に
か
け
て
の
、
一
つ
の
特
徴
的
な
時
間
意
識
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

↓
◎
亭
①
①
q
－
◎
貞
亭
算
事
塞
9
①
Φ
o
9

＞
己
亭
⑦
①
q
昌
己
Φ
膏
亭
算
事
塞
肉
◎
冒
⑦
．

■
◎
一
ぎ
｝
◎
■
軍
自
討
鼻
事
序
｛
o
事
－
巳
o
｝
①

　
　
曽
◎
脅
ω
奪
ε
－
豪
①
H
ω
8
亭
①
①
g
暮
件

↓
｝
⑦
晶
算
①
ぎ
冒
弓
名
事
巨
亭
①
｝
竃
2

　
　
串
汗
弔
睾
o
｝
9
申
◎
冒
亭
Φ
冒
σ
9
ざ
寡
事
民
◎
｝

　
　
苧
⑦
宙
◎
寄
－
■
弩
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2

　
最
初
に
ポ
i
の
人
口
に
膳
灸
し
た
詩
、

　
　
副

H
◎
◎
g
．
H
）
の
考
察
か
ら
始
め
よ
う
。

「
ヘ
レ
ン
に
寄
せ
て
」
（
掌
曽
N
§
一

ヘ
レ
ン
よ
、
お
ま
え
の
美
し
さ
は

か
ぐ
わ
し
い
海
原
を
静
か
に

旅
に
疲
れ
た
さ
す
ら
い
人
を

そ
の
故
国
の
岸
辺
に
連
れ
帰
し
た

あ
の
い
に
し
え
の
フ
ィ
エ
イ
シ
ャ
の
舟
。

串
①
－
竃
二
耳
訂
彗
膏
床
8
冒
Φ

　
　
■
岸
①
苧
易
①
髪
o
似
彗
訂
岸
ω
◎
｛
壱
員

↓
｝
算
胴
彗
ξ
ら
、
①
H
曽
潟
き
冒
＆
。
・
夢

　
　
↓
訂
塞
胃
メ
峯
ξ
当
◎
冒
事
竃
｛
胃
g
げ
o
8

　
　
↓
◎
民
ω
◎
オ
目
■
算
才
①
争
◎
屋
一

荒
海
を
長
く
さ
す
ら
っ
た
お
ま
え
、

そ
の
お
ま
え
の
金
髪
、
お
ま
え
の
古
雅
な
面
、

お
ま
え
の
水
の
精
の
ご
と
き
風
情
は

ギ
リ
シ
ャ
な
る
栄
光
、

ロ
ー
マ
な
る
壮
麗
そ
の
も
の
。

○
目
｛
8
り
弩
尊
Φ
器
麸
－
◎
■
σ
q
事
◎
鼻
8
『
◎
閏
旨
一

　
　
↓
｝
｝
｝
｝
8
ぎ
臣
｝
ρ
ぎ
臣
｝
o
－
竃
臥
o
臣
o
9

弓
耳
審
｛
己
亭
ω
ぎ
く
⑦
串
昌
①
q
軍
昌
①
ぎ
冒
①

見
よ
、
向
う
の
光
り
輝
く
窓
辺
に

馬
璃
の
ラ
ン
プ
を
手
に
立
つ
お
ま
え
は

ま
る
で
壁
寵
に
お
か
れ
た
彫
像
、



3

あ
あ
、
お
ま
え
は
プ
シ
ケ
、

聖
な
る
国
よ
り
訪
れ
し

　
右
の
詩
は
、
ボ
ー
の
少
年
時
代
の
友
人
の
母
親
、
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
　
（
旨
暮

ω
幸
｝
黎
竃
墨
乱
）
を
う
た
っ
た
詩
で
あ
る
が
、
家
庭
的
に
不
幸
で
、
母
性
愛
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

恵
ま
れ
な
か
っ
た
ポ
ー
は
、
自
分
に
温
く
接
し
て
く
れ
た
こ
の
女
性
が
死
ぬ
と
、

数
ケ
月
の
間
、
夜
半
に
そ
の
墓
を
訪
ね
た
と
い
わ
れ
る
。

　
夫
人
の
没
年
は
一
八
二
四
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
詩
の
成
立
（
一
八
三
一
年
）

は
そ
の
約
七
年
後
の
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
歳
月
は
ポ
…
の
心
の
中
で
夫
人

を
偶
像
化
、
理
想
化
す
る
こ
と
に
役
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ず
ポ
ー
は
そ
の
偶
像
化
に
あ
た
っ
て
、
夫
人
の
名
を
、
、
』
竃
Φ
”
、
か
ら
、
、
目
①
H
g
、
、

に
変
え
て
い
る
。
ヘ
レ
ン
と
は
、
ト
ロ
イ
戦
争
の
原
因
と
な
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
の
絶

世
の
美
人
の
名
で
あ
る
。
夫
人
は
も
は
や
ポ
ー
と
同
時
代
の
十
九
世
の
女
性
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、
古
代
の
ヘ
レ
ン

が
十
九
世
紀
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
ヘ
レ
ン
と
い
う
名
か
ら
自
然
に
、
ト
ロ
イ
戦
争
の
あ
と
二
十
年
の
間
、
故
郷
イ

サ
カ
ヘ
の
旅
路
に
迷
っ
た
オ
デ
ッ
セ
イ
（
◎
母
窒
｛
）
　
詩
中
で
は
、
、
↓
訂

事
①
胃
き
事
ξ
－
考
◎
昌
峯
竃
宗
H
①
『
、
”
　
が
登
場
す
る
。
、
、
暑
鼠
彗
び
費
駈
判
、
は
し

た
が
っ
て
、
オ
デ
ッ
セ
ィ
を
故
郷
へ
運
ん
だ
フ
ィ
ェ
ィ
シ
ャ
（
勺
訂
＄
o
ε
の
舟

で
あ
る
。
、
、
耳
8
庁
亭
訂
守
、
”
も
ホ
ー
マ
ー
的
表
現
で
あ
り
、
、
、
署
巴
邑
、
、
は
ギ
リ

シ
ャ
神
話
の
火
の
精
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
神
話
的
道
具
立
て
の
中
で
、
こ
こ
に
歌
わ
れ
た
ヘ
レ
ン
　
　
す
な
わ

ち
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
　
　
は
、
「
ギ
リ
シ
ャ
な
る
栄
光
」
（
帆
、
亭
①
魁
◎
q
亭
算

事
豊
o
屋
①
8
岬
、
）
、
　
「
ロ
ー
マ
な
る
壮
麗
」
（
、
、
苧
Φ
①
q
轟
目
宗
弓
庄
算
オ
竃
宛
◎
昌
①
”
。
）

近
代
文
学
に
お
け
る
「
永
遠
」
の
一
相

を
思
わ
せ
る
女
性
で
あ
り
、
「
聖
な
る
国
よ
り
訪
れ
し
プ
シ
ケ
」
（
、
、
雰
肩
訂
申
◎
冒

亭
①
8
性
◎
冨
事
民
O
｝
＞
冒
串
◎
H
㌣
■
φ
冒
｛
”
”
）
な
の
で
あ
る
。

　
理
想
や
偶
像
は
神
の
よ
う
に
時
間
に
支
配
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
時
間
を
超

越
し
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
白
ら
の
中
に
遇
去
、
現
在
、
未
来
と
い

う
時
間
を
内
包
し
て
い
る
の
が
理
想
で
あ
り
、
偶
像
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ポ

ー
は
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
を
「
ギ
リ
シ
ャ
な
る
栄
光
」
、
　
「
口
i
マ
な
る
壮
麗
」
を

一
身
に
具
備
し
た
ヘ
レ
ン
に
仕
立
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
と
い
う

「
時
間
」
を
超
え
た
「
永
遠
」
な
る
存
在
と
化
し
た
、
い
や
、
化
し
た
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
も
、
ポ
ー
は
逆
に
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
と
い
う
時
間
的
存
在
の

中
に
「
永
遠
」
を
見
た
生
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ボ
ー
は
そ
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー

の
極
み
の
中
で
既
に
、
「
時
間
」
の
中
に
「
永
遠
」
を
垣
間
見
た
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
「
永
遠
」
の
新
し
い
相
を
見
る

思
い
が
す
る
わ
け
で
あ
る
。

3

　
ペ
ィ
タ
ー
の
エ
ッ
セ
ィ
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
ヂ
論
」
（
卜
～
§
§
昏
き
事
§
戸
H
o
◎
8
）

が
書
か
れ
た
の
は
、
ポ
ー
の
「
ヘ
レ
ン
に
寄
せ
て
」
の
三
十
八
年
後
で
あ
る
。
そ

の
エ
ッ
セ
イ
の
終
り
近
く
に
、
お
そ
ら
く
ペ
イ
タ
ー
の
全
文
章
中
も
っ
と
も
有
名

な
箇
所
が
あ
る
。
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館
の
「
モ
ナ
一
リ
ザ
像
」
を
評
し
た
文
章
で
あ

る
。

↓
τ
肩
①
ω
竃
8

け
｝
凹
け
　
『
◎
o
o
Φ

亭
易
竃

。
。
蕃
掲
①
寺
げ
鶉
崖
①
亭
Φ

sokyu

sokyu

sokyu
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事
g
①
易
し
ω
①
岩
冒
邑
ぎ
◎
｛
オ
訂
二
■
亭
Φ
事
螢
ω
◎
｛
p
｝
暮
ω
彗
｛

肩
婁
昌
9
｝
乱
8
冒
①
ざ
宗
苧
①
．
鶉
屋
宥
庄
①
｝
⑦
乱
ξ
8
オ
崖
争

昌
、
、
亭
①
彗
宗
・
市
亭
①
峯
昌
崖
胃
⑦
o
・
墓
、
”
一
彗
｛
臣
①
①
竜
巨
吻
費
Φ

二
肇
Φ
オ
g
苧
H
二
⑫
胆
げ
8
■
膏
葦
・
轟
軍
ε
二
昌
昌
ヨ
庄
一
目
ξ
旨

亭
①
宗
浄
ま
宗
君
呉
一
肇
⑦
8
－
享
見
ポ
・
｛
黒
・
彗
⑰
・
Φ
苧
・
品
豪

竃
｛
｛
彗
募
ま
屋
く
艮
8
p
巳
粛
信
邑
冨
霜
邑
◎
鼻
o
り
g
岸
｛
昌
與

旨
・
冒
⑦
巨
ゲ
g
畠
①
昌
①
良
亭
◎
8
オ
｝
一
試
9
⑦
県
①
q
・
竃
轟
萎
g

げ
Φ
彗
ま
巳
き
冒
彗
・
｛
竃
弐
ρ
ま
き
竃
｛
｝
暑
オ
昌
冨
串
｛
げ
Φ

ぎ
亭
－
＆
耳
ま
ω
げ
①
彗
q
一
ま
◎
事
民
争
亭
Φ
8
巳
ま
苧
曽
－
ま

昌
註
庄
8
訂
Φ
O
塞
8
臼
≧
H
亭
①
苧
α
お
軍
ω
竃
｛
⑦
岩
艮
①
昌
①
・
｛

串
①
き
・
崖
臣
さ
き
｝
＆
彗
｛
冒
暮
冨
＆
苧
①
員
巨
ま
算
事
臣
亭

庄
｛
臣
く
①
◎
｛
君
塞
・
ざ
冒
｛
｛
暮
竃
｛
冒
崇
①
Φ
岩
嚢
芽
⑦
け
｝
Φ

◎
鼻
竃
巳
｛
暮
員
苧
①
竃
ぎ
巴
｛
。
。
旨
o
｛
9
Φ
8
9
亭
①
一
易
け
◎
｛
射
◎
冒
9

臣
①
昌
喜
宣
竃
o
｛
亭
①
旨
己
｛
－
⑦
晶
⑦
ま
臣
ま
量
ま
§
H
四
冒
事
一
旨

竃
｛
ぎ
晶
｛
冨
矛
①
－
暑
夢
け
訂
『
①
音
昌
◎
｛
亭
①
霊
①
・
竃
さ
・
員
事
Φ

争
吻
o
｛
臣
⑦
寄
桂
婁
撃
①
一
ω
・
崖
實
亭
彗
庄
①
冒
亭
吻
§
・
お

事
｝
事
争
二
ま
一
爵
⑦
亭
①
く
§
淳
①
争
①
｝
竃
τ
昌
宗
乱
目
彗
｝

弍
暮
9
竃
｛
－
§
昌
＆
苧
①
ω
①
g
①
誌
o
工
訂
零
ミ
£
竃
｛
｝
印
。
・
げ
①
彗

・
監
く
實
ぎ
宗
召
竃
富
二
巳
庁
8
混
亭
①
庁
聾
－
彗
｛
ξ
争
o
鼻
τ
二

竃
｛
ぎ
ま
亭
＆
｛
g
ω
ぎ
■
①
q
①
暮
宥
ま
庄
同
算
①
昌
旨
胃
o
｝
彗
誌
一

竃
｛
竃
■
＆
戸
オ
豊
亭
⑦
旨
◎
亭
①
『
◎
｛
目
①
－
彗
◎
｛
掌
◎
さ
彗
戸
印
Φ
留
孝

＞
昌
9
苧
①
冒
◎
臣
胃
◎
｛
く
胃
｝
一
竃
｛
昌
ま
ω
｝
葛
げ
①
竃
ざ
｝
⑦
『

ざ
；
ω
庄
①
8
暮
｛
・
二
肩
①
串
目
｛
旨
雪
一
彗
｛
－
才
8
昌
㌢
一
■
亭
①

宗
－
一
s
ξ
ま
庄
尋
臣
・
＝
亭
四
ω
目
昌
冨
＆
臣
①
争
彗
α
q
一
お
一
一
■
＄
旨
旨
亘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

彗
｛
ま
σ
q
3
亭
①
①
竜
竃
ω
曽
箏
｛
亭
①
｝
竃
家

　
水
の
ほ
と
り
に
こ
の
よ
う
に
不
思
議
に
立
ち
現
れ
た
者
は
、
千
年
の
歳
月

の
中
で
人
間
が
得
た
い
と
思
う
に
至
っ
た
も
の
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は

「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
終
末
」
が
集
っ
た
顔
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
瞼
に
少
し

疲
れ
が
見
え
る
。
そ
れ
は
内
部
か
ら
肉
の
上
に
投
影
し
た
美
で
あ
り
、
不
思

議
な
思
想
、
奇
怪
な
夢
、
微
妙
な
情
熱
が
少
し
づ
つ
堆
積
し
て
で
き
た
も
の

で
あ
る
。
し
ば
ら
く
そ
れ
を
、
白
い
大
理
石
の
ギ
リ
シ
ャ
の
女
神
像
か
、
古

代
の
美
女
の
か
た
わ
ら
に
置
い
て
み
る
と
よ
い
。
彼
女
た
ち
は
こ
の
新
し
い

美
を
見
て
大
い
に
と
ま
ど
い
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
に
は

魂
が
そ
の
す
べ
て
の
病
を
伴
っ
て
入
り
込
ん
で
い
る
か
ら
だ
、

　
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
思
想
と
経
験
が
、
外
面
を
洗
錬
し
、
表
現
豊
か
に
し
得

る
力
を
挙
げ
て
そ
こ
に
刻
み
鋳
た
も
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
獣
性
で
あ
り
、
ロ

ー
マ
の
淫
欲
で
あ
り
、
精
神
的
な
野
望
と
想
像
上
の
愛
を
伴
っ
た
中
世
の
神

秘
主
義
で
あ
り
、
異
教
世
界
の
再
来
で
あ
り
、
ま
た
、
ボ
ル
ジ
ァ
家
の
罪
で

あ
る
。

　
彼
女
は
彼
女
の
ま
わ
り
の
岩
々
よ
り
も
年
老
い
て
い
る
。
吸
血
鬼
の
じ
と

く
何
度
も
死
ん
で
は
墓
の
秘
密
を
さ
ぐ
っ
て
し
ま
っ
た
。
海
女
と
な
っ
て
深

海
に
潜
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
で
も
彼
女
の
身
に
は
海
の
底
の
落
日
の
余
光

が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
彼
女
は
ま
た
、
不
思
議
な
織
物
を
求
め
て
東
方
の
商

人
と
交
易
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ト
ロ
イ
の
ヘ
レ
ン
の
母
親
の
レ
ダ
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
れ
ば
、
マ
リ
ァ
の
母
、
聖
ア
ン
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、

こ
う
し
た
一
切
の
も
の
は
。
今
で
は
た
だ
琴
と
笛
の
音
と
化
し
て
、
変
化
し

て
や
ま
ぬ
そ
の
表
情
を
作
り
、
瞼
と
手
と
を
染
め
て
い
る
優
美
さ
の
中
に
残



っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　
右
の
文
章
に
対
し
て
な
さ
れ
た
諸
家
の
批
評
は
、
大
別
し
て
二
つ
の
観
点
が
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。
一
つ
は
文
体
論
的
な
観
点
で
、
ペ
イ
タ
ー
の
、
い
わ
ゆ
る

「
印
象
批
評
」
の
代
表
的
な
例
と
見
る
も
の
で
、
た
と
え
ば
ベ
ン
ス
ン
（
＞
．
O
．

団
⑦
量
旨
）
は
そ
の
「
ウ
ォ
ル
タ
i
・
ペ
イ
タ
ー
伝
」
（
書
N
討
、
掌
膏
“
H
Φ
8
）

の
申
で
、
「
こ
れ
は
現
実
の
芸
術
作
品
の
適
確
な
記
述
と
い
う
よ
り
は
、
音
楽
的

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
で
あ
り
、
暗
示
や
残
響
を
具
体
化
し
、
豊
か
な
夢
や
空
想
に
生
命

を
あ
た
え
、
空
想
的
な
思
い
に
不
思
議
な
出
口
を
あ
た
え
て
い
る
。
」
（
：
」
二
ω

昌
◎
屋
H
岸
⑦
田
冒
冨
一
邑
｛
竃
募
ぎ
①
旨
げ
＆
｝
｛
潟
匡
鼻
ω
彗
｛
8
ぎ
g
一

ざ
g
圧
謁
ま
臣
罵
①
曽
誓
◎
・
①
◎
丁
婁
艮
塞
彗
｛
串
墨
婁
一
毛
彗
ぎ
胴
ξ

黒
轟
⇔
⑦
q
①
印
く
⑦
■
毒
ω
艮
宇
s
目
ま
－
臣
◎
冒
胴
軍
一
苧
閏
目
9
肩
8
床
①
則
窪
o
『
骨
弐
◎
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ε

◎
｛
彗
｝
き
け
§
H
オ
◎
岸
◎
｛
胃
戸
）
ζ
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
世
紀
初
め
の
ペ

イ
タ
i
批
評
の
態
度
を
代
表
し
て
い
る
。

　
他
の
一
つ
の
観
点
は
最
近
の
批
評
の
傾
向
を
代
表
す
る
も
の
で
、
文
体
よ
り
、

文
体
を
生
み
出
し
た
ペ
イ
タ
ー
の
心
象
を
問
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

ア
ン
ソ
ニ
ィ
一
ウ
ォ
ー
ド
（
ト
■
臣
8
｝
峯
胃
｛
）
は
そ
の
著
書
「
ウ
ォ
ル
タ
ー
一

ペ
イ
タ
ー
」
（
事
N
N
§
ま
“
ミ
　
　
§
“
峯
§
県
峯
§
ミ
）
の
中
で
、
「
モ
ナ

・
リ
ザ
の
果
す
機
能
の
一
部
は
、
わ
れ
わ
れ
が
『
そ
の
瞬
間
を
拡
大
し
、
あ
た
え

ら
れ
た
時
間
を
出
来
る
限
り
生
々
と
感
じ
と
る
』
の
を
助
け
る
こ
と
で
あ
る
。
ペ

イ
タ
ー
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
　
『
人
類
の
全
体
験
の
蓄
積
資
本
』
と
宣
言
え
る

も
の
を
一
瞬
の
う
ち
に
あ
た
え
て
く
れ
る
『
或
る
種
の
暗
示
的
な
典
型
』
で
あ
っ

た
。
」
（
霊
＃
◎
｛
｝
9
市
暮
ま
冒
げ
け
◎
τ
与
易
、
巨
①
岩
彗
監
品
亭
算

一
幕
量
ポ
ざ
σ
・
①
ま
品
竃
旨
嘗
｝
芭
⑰
き
・
冒
竃
君
窒
一
雪
①
ま
・
ま
σ
・
一
く
竃

近
代
文
学
に
お
け
る
「
永
遠
」
の
一
相

　
　
§

弐
塞
。
峯
｝
算
臣
霞
事
富
一
8
酎
謁
｛
・
戸
：
竃
ω
、
8
書
ぎ
肩
晶
⇔
彗
二
曽
8
ω
、

尋
｝
事
事
g
冨
o
嚢
旨
二
■
印
目
一
邑
彗
；
・
豪
ま
謁
黒
①
↓
訂
へ
§
■
旨
干

討
弍
＜
①
s
旦
冨
－
◎
｛
苧
⑦
オ
｝
◎
－
①
Φ
肉
o
⑦
庄
①
■
8
◎
｛
｝
自
冒
ρ
己
q
、
．
冨
）
ε
と
、
ベ
ン

ス
ン
と
は
全
く
違
っ
た
観
点
か
ら
ぺ
十
ぺ
ー
を
見
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
右
の
ウ
ォ
i
ド
の
批
評
が
、
そ
の
ま
ま
先
の
ポ
ー
の
「
ヘ
レ
ン
に

寄
せ
て
」
と
い
う
詩
に
対
す
る
批
評
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
少
し
も
奇
異
で
な
い

こ
と
に
気
づ
か
れ
る
の
で
あ
る
。
ヘ
レ
ン
…
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
は
、
ポ
ー
に
と
っ

て
、
　
「
人
類
の
全
体
験
の
蓄
積
資
本
」
と
宣
言
え
る
も
の
を
「
一
瞬
」
の
う
ち
に

あ
た
、
元
て
く
れ
る
「
或
る
種
の
暗
示
的
な
典
型
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
ま
た
、
あ
の
古
興
的
な
固
有
名
詞
の
多
用
と
も
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
は
裏
を
返
し
て
言
え
ば
、
ペ
イ
タ
ー
が
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
を
描
写
す
る
さ
い

に
用
い
た
手
口
が
、
ポ
ー
の
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
を
描
写
す
る
に
あ
た
っ
て
使
用
レ

た
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ペ
イ
タ
ー
は
ポ
ー
と
同
じ
よ
う
に

神
話
的
、
歴
史
的
固
有
名
詞
を
多
用
し
て
い
る
。
両
者
の
相
違
は
、
ポ
ー
の
詩
が

極
め
て
古
典
的
な
静
澄
さ
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ペ
イ
タ
ー
の
散
文
が
暗
示

的
で
、
情
緒
の
ゆ
ら
め
き
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
か
。

　
両
者
の
類
似
は
、
ポ
ー
と
ペ
イ
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
に
心
酔
し
た
あ
ま
り
、

そ
の
対
象
の
中
に
「
時
間
」
を
超
え
た
「
永
遠
」
を
感
得
し
た
と
こ
ろ
に
発
し
た

と
し
か
言
え
ぬ
で
あ
ろ
う
。
ポ
ー
に
と
っ
て
の
ス
タ
ナ
ー
ド
夫
人
、
ペ
イ
タ
ー
に

と
っ
て
の
モ
ナ
、
リ
ザ
は
、
と
も
に
彼
等
の
眼
前
に
存
在
し
た
時
間
的
な
存
在
で

あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
　
「
永
遠
」
を
荷
う
存
在
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
ペ
イ
タ
ー
は
そ
の
「
モ
ナ
・
リ
ザ
類
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
ポ
ー
の
詩
を
下

敷
き
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

ポ
ー
の
ペ
イ
タ
i
へ
の
影
響
は
あ
ま
り
定
か
で
は
な
い
。
た
だ
ペ
ィ
タ
ー
自
身
の



6

近
代
文
学
に
お
け
る
「
永
遠
」
の
一
相

言
葉
と
し
て
ベ
ン
ス
ン
が
伝
え
て
い
る
次
の
言
葉
は
注
目
に
値
す
る
。

　
「
私
は
ポ
ー
の
独
創
性
と
想
像
力
を
高
く
評
価
す
る
。
だ
が
彼
は
原
文
で
読
む

に
堪
え
な
い
。
彼
は
組
雑
で
あ
る
。
私
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
仏
訳
で
読
む
こ
と
に

し
て
い
る
。
」
（
、
、
H
陣
｛
旨
庁
①
勺
8
、
ω
暮
釘
序
巴
｛
q
曽
目
｛
｛
冒
卑
⑦
q
｛
目
算
ぎ
貝
”
、
｝
Φ
◎
■
8

置
戸
、
、
ざ
二
s
昌
・
；
①
巴
崖
昌
庄
け
｝
5
暮
営
量
－
．
｝
Φ
尉
竃
R
暮
σ
Q
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

H
屋
乱
崖
冒
ぎ
野
己
⑦
H
苧
Φ
、
ω
ぎ
易
－
註
旨
‘
、
。
）

　
ペ
イ
タ
ー
が
「
読
む
に
堪
え
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
ポ
i
の
散
文

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
詩
に
つ
い
て
ま
で
の
批
評
と
は
受
け
と
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
ろ
、
ペ
イ
タ
ー
が
ポ
ー
の
作
品
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

「
ヘ
レ
ン
に
寄
せ
て
」
が
ペ
イ
タ
ー
の
目
に
と
ま
ら
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
ま

し
て
や
彼
は
ポ
ー
の
「
独
創
性
と
想
像
力
を
高
く
評
価
」
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
ペ
イ
タ
ー
が
「
モ
ナ
。
リ
ザ
類
」
を
筆
に
託
す
る
さ
い
に
、
ポ
ー
の
詩
か
ら
の

影
響
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
言
え
ば
嘘
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
だ
が
、
両
者
の
類
似
の
よ
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
は
、
も
っ
と
別
の
と
こ
ろ
に
求

め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ペ
イ
タ
ー
が
か
り
に
ポ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
も
起

り
得
る
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
は
両
者
が
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
前
の
人
間
で
は
な
か
っ

た
こ
と
、
　
「
永
遠
」
と
い
う
も
の
を
容
易
に
信
じ
切
れ
ぬ
十
九
世
紀
に
生
き
て
、

な
お
か
つ
、
　
「
永
遠
」
を
求
め
続
け
た
詩
人
で
あ
り
、
作
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
十
九
世
紀
に
お
け
る
詩
人
、
作
家
の
宿
命
が
そ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
「
時
間
」
の
制
約
を
う
け
た
、
う
つ
ろ
い
易
い
地
上
の
存
在
の

中
に
「
永
遠
」
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

に
課
せ
ら
れ
た
矛
盾
的
な
命
題
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ペ
イ
タ
ー
が
ポ
ー
と
ち
が
っ
た
点
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
モ
ナ
・
リ

ザ
頒
」
を
成
立
せ
し
め
た
彼
の
哲
学
を
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
ー
ネ
両
派
論
」
（
掌
～

淳
ぎ
Q
N
県
9
◎
粛
｝
§
♪
H
o
◎
ミ
）
の
申
で
告
臼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
さ
て
、
最
高
の
劇
詩
の
理
想
的
状
態
の
一
っ
に
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
対
レ

て
一
種
の
深
遠
な
意
味
を
持
つ
、
生
々
と
し
た
瞬
間
を
提
示
し
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
或
る
身
振
り
、
表
情
、
微
笑
の
場
合
も
あ
ろ
う
が
、
と
に

か
く
或
る
短
い
、
全
く
具
体
的
な
瞬
間
の
こ
と
で
、
短
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
申
に

長
い
歴
史
の
あ
ら
ゆ
る
動
機
、
あ
ら
ゆ
る
興
味
、
そ
し
て
結
果
が
凝
集
し
て
い
る

瞬
間
の
こ
と
で
、
現
在
に
対
す
る
鋭
い
意
識
の
中
に
、
過
去
、
未
来
を
吸
収
し
て

い
る
と
思
え
る
瞬
間
の
こ
と
で
あ
る
。
）
　
（
岩
◎
オ
｛
二
ω
電
ヰ
◎
二
訂
己
＄
｝
け
H

◎
｛
苧
Φ
巨
㈹
ざ
g
口
。
冒
叶
◎
｛
串
凶
旨
茎
o
喝
g
q
二
訂
二
け
肩
⑦
。
。
彗
誌
冨
ま
亭
津

匡
巳
艮
肩
艮
暮
己
写
＆
唱
｛
ま
彗
け
彗
｛
彗
ぎ
箒
｛
影
叶
彗
軍
曽
冒
Φ
尋

ぴ
Q
g
↓
暮
9
印
－
8
ダ
陣
ω
昌
宗
一
潟
｝
岩
ω
　
8
旨
⑦
軍
｛
Φ
｛
彗
｛
事
｝
巳
写

8
暮
8
試
昌
◎
目
竃
↓
　
甘
8
事
民
o
ダ
ぎ
事
署
Φ
『
一
竺
庄
Φ
冒
◎
戌
き
9
巴
H

亭
⑦
｛
算
弩
g
誌
帥
■
則
①
串
8
叶
⑫
◎
h
陣
－
◎
目
①
q
ま
。
河
け
暮
メ
｝
竃
⑦
o
◎
■
宗
冨
①
｛

亭
①
旨
器
一
呑
p
φ
■
印
オ
崖
o
｝
。
り
Φ
①
旨
．
8
単
チ
◎
手
o
富
け
箪
■
匙
庄
叶
暮
Φ
ぎ
曽
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

ぎ
試
易
Φ
8
易
9
◎
易
■
窃
ω
◎
｛
序
⑦
屑
鶉
竃
こ

　
こ
こ
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
ベ
イ
タ
ー
が
「
現
在
に
対
す
る
鋭
い
意
識
の
中
。

に
過
去
も
未
来
も
吸
収
し
て
い
る
と
思
え
る
瞬
間
」
生
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
Q

モ
ナ
一
リ
ザ
を
論
じ
た
一
節
の
み
で
は
、
過
去
を
吸
収
し
た
現
在
の
一
瞬
に
対
し

て
ペ
イ
タ
ー
の
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
だ
ろ
う
が
、
ペ
イ
タ
ー
の
哲
学
の

本
音
は
過
去
の
み
な
ら
ず
未
来
を
も
吸
収
し
た
現
在
、
い
わ
ば
「
永
遠
の
今
」

（
黒
雪
§
－
冨
オ
）
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
わ
け
で
あ
る
。
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近
代
文
学
に
お
け
る
「
永
遠
」
の
一
相

花
束
一
つ
、
わ
が
枕
辺
に
、
こ
の
世
の
最
後
の
太
陽
の
光
が
か
き
抱
く
彼
方
な

る
丘
の
上
の
墓
に
捧
げ
た
ま
え
。
そ
の
時
、
宇
宙
の
い
と
な
み
も
終
り
を
告
げ

る
の
だ
、
と
女
は
う
た
う
。

　
　
　
曲
　
　
．
何
　
　
　
⑭
　
　
　
0
　
　
　
3
　
　
　
軸
　
　
　
苗
　
　
　
色
　
　
　
色
　
　
　
0
　
　
　
9

　
か
つ
て
原
初
の
五
月
、
恋
人
と
腕
を
組
み
散
歩
し
た
こ
と
を
、
今
も
な
お
記

憶
に
と
ど
め
な
が
ら
、
．
こ
の
さ
び
つ
い
た
ポ
ン
、
フ
に
似
た
、
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の

女
は
為
片
手
を
人
々
の
差
し
出
す
銭
の
方
に
の
ぱ
し
、
も
う
一
方
の
手
で
脇
腹

を
つ
か
み
な
が
ら
洩
千
万
年
の
あ
と
も
そ
こ
に
立
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
か

つ
て
、
五
月
の
或
る
日
、
今
は
海
の
横
た
う
あ
た
り
を
、
一
人
の
男
　
　
そ
れ

は
誰
だ
っ
て
か
ま
や
し
な
い
　
　
彼
女
の
愛
し
た
男
　
　
た
し
か
に
男
だ
っ
た

　
　
と
一
緒
に
散
歩
し
た
し
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
。

　
こ
こ
に
登
場
す
る
女
性
は
、
決
し
て
ポ
ー
の
ヘ
レ
ン
の
如
き
神
話
的
な
美
女
で

も
な
け
れ
ば
、
ペ
ィ
タ
ー
の
神
秘
的
な
モ
ナ
一
リ
ザ
で
も
な
い
。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
衣

服
に
身
を
包
ん
だ
一
人
の
乞
食
女
で
し
か
な
い
。
ペ
イ
タ
ー
や
ポ
i
が
用
い
た
、

詩
語
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
の
連
想
性
豊
か
な
言
葉
の
一
つ
も
彼
女
に
は
あ
た
え
ら

れ
て
い
な
い
。
　
（
英
雄
や
美
女
を
必
要
と
し
な
い
、
い
や
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
、
二
十
世
紀
文
学
の
そ
れ
以
前
の
文
学
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
だ
が
。
）

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
に
も
ま
た
、
一
人
の
「
時
間
」
を
超
え
た
女
性
を

見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
い
や
、
日
常
性
を
ま
と
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の

天
地
創
造
か
ら
未
来
永
劫
に
わ
た
っ
て
恋
を
う
た
い
続
け
る
老
女
の
超
時
間
性
、

永
遠
性
は
、
い
っ
そ
う
効
果
的
に
表
現
さ
れ
た
、
生
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。
夜
会

の
買
物
に
出
か
け
た
ダ
ロ
ウ
ェ
ィ
夫
人
の
目
に
映
っ
た
も
の
は
、
人
間
で
は
な
く

「
永
遠
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
手
法
こ
そ
異
に
し
な
が
ら
、
ウ
ル
フ
が
こ
こ

で
描
こ
う
と
し
た
も
の
は
、
ポ
ー
や
ペ
イ
タ
ー
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ウ
ル
フ
が
ペ
イ
タ
ー
の
愛
読
者
で
あ
り
、
彼
女
が
自
分
に
大
き
な
影
響
を
あ
た

え
た
作
家
の
一
人
に
ペ
イ
タ
ー
を
数
え
て
い
る
こ
と
は
、
一
九
二
九
年
発
表
の
小

説
「
オ
ー
ラ
ン
ド
ゥ
」
（
◎
之
§
き
）
の
序
文
に
見
え
る
。
ぺ
ー
タ
ー
の
妹
、
ク

ラ
ラ
（
o
ず
轟
＞
昌
①
霊
け
員
H
o
◎
偉
1
H
胃
◎
）
が
ウ
ル
フ
の
家
庭
教
師
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
ペ
イ
タ
ー
の
ウ
ル
フ
ヘ
の
影
響
の
深
さ
が
察
し
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
こ
で
も
ま
た
、
ポ
ー
と
ペ
イ
タ
ー
の
場
合
と
同
様
、
ウ
ル
フ
の
老
女
の

原
型
が
ペ
イ
タ
i
の
中
か
ら
直
接
採
ら
れ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ウ
ル
フ
も
ま

た
。
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
始
ま
る
「
時
間
」
意
識
の
下
に
苦
し
み
な
が
ら
、
そ
こ
か

ら
の
脱
出
を
考
え
、
つ
い
に
至
り
つ
い
た
と
こ
ろ
が
ポ
ー
や
ペ
イ
タ
ー
と
同
じ
点

で
あ
っ
た
と
言
っ
た
方
が
、
よ
り
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
神
を
見
失
っ
た
者
は
も
は

や
「
時
間
」
の
中
に
し
か
「
永
遠
」
を
見
出
し
得
な
い
と
い
う
逆
説
が
、
こ
の
三

人
の
中
に
、
き
わ
め
て
類
似
し
た
表
現
を
あ
た
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

5

　
厳
密
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
　
「
時
間
」
の
意
識
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
前
に
も
存

在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
る
。

　
万
物
流
転
の
思
想
を
唱
え
た
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は
鋭
い
時
間
意
識
の
所
有
者
で
あ
っ
た
し
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
に

限
っ
て
も
、
古
代
英
詩
の
中
に
は
「
時
間
」
が
色
濃
く
そ
の
影
を
落
し
て
い
て
、

た
と
え
ば
「
さ
す
ら
い
人
」
（
§
“
事
§
昏
、
．
§
）
、
「
水
夫
」
（
掌
“
淳
亀
音
、
§
）

に
は
洩
遇
ぎ
去
っ
た
時
間
へ
の
憂
愁
に
み
ち
た
回
想
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
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だ
が
そ
れ
ら
は
こ
と
ご
と
く
キ
リ
ス
ト
教
と
縁
の
無
い
異
教
的
な
土
壌
の
上
に

生
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
キ
ワ
ス
ト
教
の
支
配
す
る
に
至
っ
た
中
世
に
あ
っ
て
は
、

「
永
遠
」
と
い
ラ
名
辞
の
前
に
、
わ
づ
か
に
余
脈
を
保
つ
卑
小
な
存
在
と
し
か
意

識
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
だ
が
ル
ネ
ッ
サ
ン
以
降
は
事
情
を
異
に
す
る
。
ギ
リ
シ
ャ
。
ロ
ー
マ
の
古
典
の

異
教
的
影
響
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
近
代
科
学
思
想
、
無
神
論
の
台
頭
の
前
に

「
永
遠
」
は
そ
の
影
を
う
す
く
し
、
人
々
の
心
の
申
に
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
「
時

間
」
が
ふ
た
た
び
頭
を
も
た
げ
て
く
る
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
「
時
間
」
の
中
に
安
住
出
来
る
人
間
で
は
な
い
。
げ
ん
に
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
た
ち
は
「
自
ら
の
「
死
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
こ
と
に
悲
嘆
を
か

こ
っ
て
い
た
し
、
古
代
英
詩
に
も
強
い
無
常
感
が
流
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

神
を
見
失
っ
た
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が
、
「
時
問
」
に
さ
い
な
ま
れ
、
「
永

遠
」
の
再
発
見
に
血
み
ど
ろ
な
努
力
を
重
ね
た
の
は
当
然
す
ぎ
る
こ
と
と
言
っ
て

よ
い
。
「
時
間
」
の
中
で
の
「
永
遠
」
の
発
見
と
い
う
こ
と
も
、
そ
う
し
た
解
決

の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
時
間
」
の
中
に
「
永
遠
」
を
見
出
し
た
の
は
、
ポ
ー
、
ペ
ィ
タ

ー
、
ウ
ル
フ
に
限
ら
な
い
。
ブ
レ
イ
ク
（
尋
匡
討
昌
里
崇
9
ミ
雪
－
H
o
◎
ミ
）
と

い
う
先
達
が
い
た
。
神
秘
主
義
者
で
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
先
駆
者
で
あ

っ
た
こ
の
詩
人
は
そ
の
詩
「
無
垢
の
先
ぷ
れ
」
（
ト
薦
§
“
蟹
県
ぎ
§
、
§
δ
O
・

H
o
o
8
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
る
。

↓
◎
8
①
帥
幸
◎
｛
｛
｛
目
騨
Ω
『
四
げ
艮
ω
曽
■
｛

＞
■
｛
φ
饒
魯
き
目
ぎ
曽
名
｝
冨
呂
◎
オ
①
■

串
◎
崖
冒
戌
目
茸
ぎ
亭
①
潟
ぎ
◎
｛
岩
胃
麸
巳

近
代
文
学
に
お
け
る
「
永
遠
」
の
一
柏

＞
■
｛
卑
Φ
冒
｛
膏
巨
彗
｝
◎
暮
．

ト
翁
§
帝
㎏
県
｝
§
§
§
8
－
F
H
－
ト

一
つ
ぶ
の
砂
に
世
界
を
見
、

一
輸
の
花
に
天
国
を
見
、

た
な
ご
こ
ろ
に
無
限
を
と
ら
え
、

ひ
と
時
の
う
ち
に
永
遠
を
と
ら
え
る
、

　
ポ
ー
や
ペ
ィ
タ
ー
や
ウ
ル
フ
は
、
こ
う
し
て
見
る
と
、
ブ
レ
ィ
ク
が
抽
象
的
に

述
べ
た
こ
と
に
、
身
近
か
な
題
材
の
中
で
よ
り
具
体
的
■
な
姿
を
あ
た
え
た
と
言
う

こ
と
が
出
来
、
ポ
ー
、
ペ
ィ
タ
ー
、
ウ
ル
フ
の
三
者
を
ブ
レ
ィ
ク
の
系
列
に
属
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

る
ロ
マ
ン
派
の
文
学
者
に
数
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
、

　
最
後
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
バ
ッ
ク
レ
イ
教
授
（
』
①
昌
旨
Φ
串
声
昌
串
8
ω
ε
㌣

ポ
｝
）
の
言
葉
を
引
用
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。

　
「
す
べ
て
の
近
代
人
に
と
っ
て
時
間
と
人
生
は
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
、
お
お
方
の
人
は
経
験
の
流
れ
の
中
に
押
し
流
さ
れ
る
こ
と
に
別
に
異
議
は

唱
え
な
い
。
だ
が
感
受
性
の
強
い
人
た
ち
は
、
何
ら
か
の
見
通
し
、
時
間
の
流
れ
、

意
味
に
つ
い
て
何
ら
か
の
考
え
を
持
ち
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
　
（
中
略
）
彼
等
は

た
え
ず
遇
去
、
未
来
を
見
っ
め
、
単
な
る
現
象
の
流
れ
に
あ
き
た
ら
ず
、
自
分
た

ち
の
短
い
人
生
を
或
る
永
遠
の
相
の
下
で
考
え
る
方
法
を
、
も
う
一
度
発
見
し
た

い
と
強
く
ね
が
っ
て
い
る
。
」
（
H
◎
邑
冒
◎
宗
冒
冒
⑦
目
罵
①
竃
｛
庄
冒
①
器
①
冒

一
富
Φ
電
曇
①
寄
罰
斤
＆
し
■
｛
冒
・
g
胃
①
8
鼻
⑦
鼻
ざ
げ
①
－
＆
巴
邑
婁
－
｝

叶
亭
◎
■
昏
臣
⑦
宝
津
◎
｛
①
岩
①
ま
目
8
．
望
け
庄
①
旨
◎
8
ω
①
易
弐
く
①
冒
易

宗
冒
巳
8
墓
潟
易
需
g
才
①
一
二
實
8
・
｛
弐
§
、
Φ
8
婁
①
暮
§
§
弐
胴
一



唄
ξ
斜
糾
】
担
b
岬
r
1
尚
艘
」
Q1

黒

　
　

　
　

　
t
h
e
y
　

a
r
e　

forever1ookmg　
before　

and－
after，

1mpat1ent　
w1th　

the

◎
　

　
　

me
r
e
　

f
1u

x
　

o
f
　

t
h
1n
g
s
　

an
d
　

e
a
g
er　

t
o　

f
l
nd．

a　
way　

once　
aga1n　

of
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

⑳
　
　
　
In
e
asu

n
ng　

th
e1
r　

bne
｛
11
v
es　

under　
some　

eterna1aspect）

　
　
　
　
辛
ノ
て
ヤ
々
・
ノ
心
ミ
ト
Qlllく

集
理
貞
⊃
μ
Qψ

〆
導
幻
心
蟹
UQ髄

麗

　
　

　
P掲

∩
μ

刈
田
恥
岬
o
～
⊃
ド
川
く
Q＃

煕
Q臣

酬
喚
籍
集
〆
柘
小
知
〆
机

　
　

　
£

亀
レ

緊
尋
⊃

μ
似

肺
暑

梢
囲

紬
～

小
争

μ
～

二
八
い
U～

纂
P机

外
い
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
盟
長
目
十
く
甘
ギ
呵
）

　
　

　
　

　
　

　
　

鎖

1∋
料
鯉
垣
糾
紳
為
霞
長
1…

ユ
十
く
紺
十
1
則
1
＋
目
口
〆

騒
邊

欄
翻

米
肺

】
無

二
←

選
机

　
兵
μ
r
ロ

ユ
将
て
ヤ
ヘ
ー
箪
嫡
恕
十
11回

亀
韻
絆
梢

く
筒

」
ρ

仁
○

μ
亀

煕
綿

梢
曲

側
刈

　
】
梢
～
亀
μ
ゆ
Qρ

掲
岬
O

§
C
f
　
“
　

　
t
hr
o
ug
h
o
u
t　

t
he
　

M
1dd

1
e　

A
g
es　

　
the　

Church　
had　

regu1ated

　
the

　
commg

s　
and　

g
omgs　

o
f
　

d
a11

y
　

bourge01s11fe　
Mommgs　

and
　
eve

nmgs　
she　

rang　
the　

t－
me　

of　
the　

Ave　
Mar1a　

prayer，
thereby

　
1
nd．

1ca
t1n

g　
the

　
be

gmnmg
　
an

d
　
th

e
　
end－

of　
the　

work　
day　

Her

　
be11s　

amomced．
the　

t1me　
of　

mass　
an

d　
of　

the　
forenoon　

mea1，

　
t
hey　

were
　

r
ung　

to　
mark

　
f
east

s
　

a
n
d　

d，
eatbs，

fa1rs　
and　

ca11s　
to

　
d
ef
en
se

’
’
R1
ca
rd
o　

J
　
Qu
mo
ne
s　

T
ゐ
θ
　
。
R刎

〃
3∫

〃
κ
θ
　
1〕

zκ
oη

ぴ
ツ
　
φ

　
Tε

刎
θ
（

Harvard．
U
ny
er
s1
ty
　

Press，
1972）

pp　
5＿

6

§
ヤ

斗
箏

×
・
ミ
仲
、
牟
へ
K
黒
Q
當
睡
鞭
繕
】
い
ニ
レ
逆
ρ
睾
鰹
rヤ

斗
箏
K・

ミ
　
仲
、
本
へ
棺
Q鰍

譲
工
」
　
（
砥
噂
米
杜
潮
皿
1肺

範
嗅

臨
’

紙
申

紺
く

似
・

埠
都

在

　
糾
曝
）
榊
腰
O

＝
…
三
　
丁

伽
6R

8〃
α

｛
∬

α
π

6
召

D｛
5
00

η
6ブ

ッ
q
ブ

7㌃
〃

肥
，

p．
4．

蔓
牛
一
】
垣
匝
o
騒
専
Q
舵
茶
畢
】
1鍛

（
1く

目
く
甘
辻
）
掲
岬
o

§
辛

一
坦

11
ト
Q
酋
軸
紬
ポ
ニ
ρ
亀
里
～
幻
○
レ
ニ
岬
o

∈
≡
“
N工

c6an　
barks’

’
∈

）
ケ

o廿
6ケ

o梢
（

≡
）

婁
窒

凄
≦

】
い

ニ
バ

J垣
ρ

　
粗

醤
彗

紐
R　

「
キ

斌
補

旨
軽

系
罵

」

　
　
（
臨
煕

＃
霞

浸
1
1
1
＋

ll
1
甘

）
Q
　

l
　

l
＋

目
賦

】
綻
損
犯
兵
←
二
岬
◎

§
“
hy

acmthha1r”
】

い
ニ

レ
塑

O同
ρ

Q　
hyacmthme（

adJ）
’
’
Q紀

Q担
　
欄
曲
徽
腰
い
‘
of
　
t
h
e
　
c
o
1o
u
r
　
o
f
　
a
　
hy
a
cm

th（
e1ther　

the　
gem　

or　
the

　
f1ower）

，
ch1ef1y　

as　
a　

poet1c　
or　

rhetor1ca1ep1thet　
of　

ha1r，
after

　
Hom－

er’
s0勿

∬
6ツ

VI，
231，

‘
1ocks　

11ke　
the　

hyac1nthme　
f1ower’

，

　
wh1ch　

m’
the　

next1me　
seems　

to　
be　

compared　
to　

go1d”
窄

一
垣

　
“

hyac1nth’
’

紬
掌

圧
E二

）
、

J二
岬

◎

§
ト
、
ト
垣
埠
揮
絹
兵
）
〉
岬
什

H一
～
、
エ
Q萄

紬
黒
⊃
ド
1ド

小
Q米

P纐
く

　
Q懸

紬
唄

～
い

～
」

μ
斗

箏
、

牛
薫
湘

任
Q高

理
O

§
丁
加
一
R刎

伽
33α

鮒
θ
（
Macm11

1an1910）
pp124－

5

3Wα
Z炊

Pα
鮒

（
Macm111an1906）

p42
亘
Wa1ter　

Pater．
脇
θ
Rθ

舳
∬

α
肌
θ
p150

曾
Wa1ter　

Pater．
PZ肋

α
〃

H肋
舳
刎
（
Macm111an1910）

p159
3Anthony　

Ward　
Wα

Z炊
Pα

炊
，
伽
肋
α
φ
1Wz㈹

　
（
Macg1bbon＆

　
Press，

1966）
p．

85．

：
…

…
1窄

一
Q辮

［
枡

K踵
題

Qて
ヤ

ヘ
ー
】
幸
ミ
ト
岬
融
鞠
】
い
ニ
レ
逆
1｝

＼
Kレ

、
（
Gera1d

　
Come11us　

Monsman）
Q「

て
ヤ
ヘ

ー
Q垣

遜
」

（
Pα

姥
〆

3Poブ
炉

伽
な

，
The

　
Johns　

Hopkms　
Press，

1967）
】
1κ

轡
暑

釧
111口

貞
纂

掲
ト

び

ε
　

Wα
1姥

r　
Pα

姥
r，

P．
23．

二
…
…
1T免

θ
Rθ

〃
α
｛
∬
α
η
cθ

，
p．

150

菖
〃

ブ
51）

α
ZZoω

α
ツ

（
The　

Hogarth　
Press，

1925）
pp　

gO＿
1

亘
0ブ

Z〃
〃
（
The　

Hogarth　
Press，

1928）
　

P　
11　

“
Many　

fr1ends　
have

　
he1ped　

me　
m　

wr1tmg　
th1s　

book　
Some　

are　
dead　

and　
s0111ustr1ous

　
that　

I　
scarce1y　

dare　
name　

them，
yet　

no　
one　

can　
read　

or　
wr1te

　
w1thout　

bemg　
perpetua11y　

m　
the　

d－
ebt　

of　
Defoe，

S1r　
Thomas

　
Browne，

Steme，
S1r　

Wa1terScott，
Lord　

Macau1ay，
Em11y　

Bronte，

　
De　

Qumcy，
and　

Wa1ter　
Pater　

　
to　

name　
the　

f1rst　
that　

come

　
to　

mmd”

冨
Cf　

Lawrence　
Evans　

ム
刎

κ
3
φ
W；

α
Z姥

ブ
P励

θ
r（

Oxford，
C1arendon

　
Press，

1970）
，
P　

xxx111

豆
￥
一
逆
堤
錠
μ
岬
口
．
卜
、
鴬
沌
く
～
l1氾

・
｝

岬
簑

ρ
へ

▲
ト

＜
・

（
へ

〔
　

（
Graham

　
Hough）

逆
～

Q紳
榊

「
略

遜
Qロ

レ
ヘ
什
1欄

相
μ
ψ
」
（
η
κ
ム
α
5玄

R0刎
伽
地
5，

　
Mlethuen＆

Co，
1947）

　
】

担
二

）
て
ヤ
ヘ
ー
ゆ
口
。
レ
＼
キ
H欄

無
旦
員
1k）

二
岬
o

璽
丁

加
Tr｛

㈱
幼

げ
肋

棚
，

α
8
肋
勿
φ
伽
Wo肪

づ
伽
Coκ

o桝
5φ

η
伽
，

　
H倣

oブ
ツ

，
Progr舳

伽
∂

1）
κ

α
ゐ

伽
θ
（
The　

Be1knap　
Press　

of　
HarYard－

　
Umvers1ty　

Press，
1966）

p　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
囎
噂

ぺ
糾

輔
陣

糾
駐

綜
鯉

翻
侮

崖
黒

柵
）


